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Helleborus net necrosis virus (HeNNV) is considered to be a causal agent of the black death disease of 
Helleborus spp,. There are no scientific reports showing successful transmission of the virus by mechanical and 
aphid inoculation, so far. In this study, it was shown that HeNNV was transmitted to Chenopodium quinoa and 
C. amaranticolor by mechanical inoculation using infected hellebore leaves, and was transmitted to hellebore 
seedlings by aphid (Myzus persicae) inoculation. Relatively high incidence of symptomless infection of the virus 
was found in a field survey at a park in Tokyo. Thirteen aphid species were recorded at the same field. 







本では Helleborus net necrosis virus（HeNNV）の感染が報















は、6 科 7 属 14 種の草本植物に接種を行い、接種後は随
時病徴観察を行った。検定は ELISA と RT-PCR により行
った。また、20 株の Chenopodium quinoa への接種試験を
2 回行い、感染率を調査した。 






ELISA と RT-PCR により行った。 
発生調査は、2015 年 1 月に東京都調布市内の公園で植
栽されているクリスマスローズ 581 株の葉を採取し、
ELISA により検定した。 
アブラムシ種の調査は、2015 年 6~7 月に同公園内の植
栽地に黄色粘着板（ホリバー）を設置し、捕獲したアブ 
ラムシのミトコンドリア DNA の COI 遺伝子領域のシー 
クエンス解析により同定した[4]。さらに、Nested RT-PCR 















図 1．HeNNV 感染クリスマスローズ 
３．結果 
（１）汁液接種試験 
接種 2 週間後に C. quinoa、C. amaranticolor の接種葉に
退緑斑点、壊疽斑点症状が確認された（図 2）。症状が確
認された葉を ELISA、RT-PCR で検定したところ、2 種と
も HeNNV が検出された（図 2）。感染率調査では、1 回












図 2．HeNNV を接種した C.quinoa と RT-PCR 結果 
 
（２）アブラムシ接種試験 
 接種 2週間後にクリスマスローズ実生苗 75株を ELISA
により検定したところ、2 株で陽性が確認された（表 1）。
また、接種株全てを RT-PCR により検定したところ、















図 3．アブラムシ接種試験の RT-PCR 結果 
 
（３）クリスマスローズ植栽地の HeNNV 発生調査 
 2015 年 1 月に東京都調布市内の公園内の 2 箇所（S 園
と H 園）に植栽されているクリスマスローズ 581 株の検
定を行ったところ、76 株で感染が確認された。うち、H
園は 330 株中 1 株、S 園はさらに 2 箇所に分けて検定し、
S 園①では 128 株中 42 株、S 園②では 123 株中 33 株で陽
性が確認された（表 2）。しかし、黒死病症状が確認され














図 4．S 園①のクリスマスローズの植栽図 







シ種を調査した。黄色粘着板は 2015 年 6 月から 7 月にか
けて計 5 回行い、55 頭の有翅アブラムシが捕獲された。
これらをミトコンドリア DNA の COI 領域のシークエン
接種日 
（2013年） 
接種株数 RT-PCR 陽性株※ ELISA 陽性株※ 
5 月 16 日 15 株 0/15 0/15 
9 月 25 日 20 株 0/20 0/20 
10 月 15 日 10 株 2/10 2/10 
10 月 30 日 20 株 0/20 0/20 
11 月 27 日 10 株 0/10 0/10 
計 75 株 2/75 2/75 
  採取株数 黒死病症状株数※ ELISA 陽性株数※※ 
H 園 330 株 0/330 1/330 
S 園① 128 株 3/128 42/128 
S 園② 123 株 6/123 33/123 
M   1   2    3    P    H   N   
M:100bp DNA ladder 1:S-61（C.quinoa）  
2:S-69（C.quinoa）3:AP61-3（C.quinoa）  
P:Positive control H:Healthy control  
N:Negative control  
対照区 HeNNV 接種 C.quinoa 
M   1   2    3   4   5   6   7   8   9   10   P   H   N    
 
M:100bp DNA ladder 1~10:アブラムシ接種株 































し、2013 年 10 月にアブラムシ接種を行い、感染が確認さ
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学名 和名 頭数 HeNNV 保持※ 




Aphis spiraecola ユキヤナギアブラムシ 6 0/6 
Mollitrichosiphum tenuicorpus シイニセケクダアブラムシ 5 0/5 
Aphis gossypii ワタアブラムシ 2 0/2 
Brachycaudus helichrysi ムギワラギクオマルアブラムシ 2 0/2 
Toxoptera aurantii コミカンアブラムシ 2 0/2 
Hyalopterus pruni モモコフキアブラムシ 1 0/1 
Melanaphis bambusae タケノアブラムシ 1 0/1 
Neophyllaphis podocarpi マキシンハアブラムシ 1 0/1 
Sarucallis kahawaluokalani サルスベリヒゲマダラアブラムシ 1 0/1 
Tetraneura nigriabdominalis オカボノクロアブラムシ 1 0/1 
Ceratovacuna graminum   1 0/1 
表 3．捕獲されたアブラムシ種 
